
海士島(あましま)

砂丘入口階段

リフト

砂丘センター 展望台
へ

くじらの形に似ている
ことからくじら島とも
呼ばれています。

馬の背までは
往復約25分

晩秋～春に見るこ
とができるオアシ
ス。夏には消えて
しまうので、今が
チャンス！

◆コウボウムギは、4月～5月
にかけて開花し、春の訪れを
感じさせてくれる植物です！

◆雌花と雄花を別の株につけ
る、雌雄異株の植物です。

◆砂丘の中でも砂の移動が激
しい場所に広く分布します。

雄花

雌花

トゲのように尖った地下
茎を伸ばして群落を広げ
ますが、砂が侵食される
と枯れて、枯れた繊維の
付いた節の部分は筆のよ
うになります。

◆春と秋の2回、黄色い花をつけます。

◆ひとつひとつ単独の株に見えますが、
地下茎が砂の中を這うように横に広がっ
ていて、株同士が繋がっています。

◆茎や葉をちぎると白く苦い液が出る特
徴から「浜の苦菜」→ハマニガナという
のが名前の由来のようです。

◆4月～7月にかけ
て開花し、砂丘植
物の中で最も水分
を好むので、オア
シス周辺に大群落
をつくります。

◆細い上の穂が雄
花、下の穂が雌
花、同じ株です。
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これから暖かく
なると、どんど
ん大きくなって
いきます！

コウボウムギ時計の出来上がり！

ハマニガナの葉に落ちた雨の
しずく。よ～く見ると何かに
見えませんか？？仮面ライ
ダー？宇宙人？このようなオ
モシロ写真にも挑戦してみて
下さい♪

砂丘植物ではありません
が、左の写真は鳥取県特産
の二十世紀梨の花です。サ
ンドパルとっとりの敷地内
には５本の梨の木が植えら
れていて、白くかわいらし
い花をつけます。右の写真
はハマダイコンです。鳥取
砂丘でも見られます！


